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第第１１  道道  路路  

道路の現況 

本県の道路は、東関東自動車道など全国的な広がりを持つ高速自動車国道４路線、県内

外各地域をネットワークする一般国道２０路線、それらと一体となって機能する県道であ

る主要地方道と一般県道３００路線、及び１２３,８０５路線からなる市町村道が接続し道

路網を構成しています。  

 

道路種別 路線数 実延長（㎞） 改良率＊４ 

高速自動車国道 4 140 100%

指定区間＊１ 10 309 100%

指定区間外＊２ 13 774 92%一般国道 

計 20*３ 1,083 94%

主要地方道 89 1,360 79%

一般県道 211 1,369 64%県道 

計 300 2,729 72%

市町村道 123,805 36,023 56%

合 計 124,129 39,975 58%
＊１：国土交通省が管理する区間                      （平成 21 年 4 月 1 日現在） 

＊２：主に県及び千葉市が管理する区間 

＊３：同一路線に指定区間と指定区間外が含まれるため 

＊４：改良率は県道以上は改良済み延長のうち車道幅員 5.5ｍ以上とし、また市町村道は改良済み延長のうち 

車道幅員 5.5m 未満を含む延長から算出したもの 

＊ ：高速自動車国道及び市町村道については、平成 20 年 4 月 1 日現在の数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県内の道路現況 
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千葉県内の道路の現状と課題 

○交流基盤の強化 

 県民のくらしや物流を支える道路網を整備し、利便性の向上を図ることで交流を活発化

させる必要があります。 

 【現状と課題】 

 高速道路等の供用延長は約７割（H21 年度末） 
（県の道路ネットワークの骨格となる圏央道の供用延長は約２４％） 

 道路の改良率は５８．２％で全国２２位、東京都や神奈川県とは約１０％の差  
（※改良率：県道以上は改良済み延長のうち車道幅員 5.5ｍ以上とし、また市町村

道は改良済み延長のうち車道幅員 5.5m 未満を含む延長から算出したもの） 

○県土の基盤の充実と災害に強い社会資本整備 

 安全かつ快適な都市の生活空間を創出し、高齢化する社会資本の長寿命化を進め、さら

に高速道路ネットワークの効率的活用を図る必要があります。 

 また、地震時の道路ネットワークを確保するため、緊急輸送道路などの橋梁の耐震補強

等を推進する必要があります。 

 【現状と課題】 

 「ボトルネック踏切」を含め、対策の必要な踏切は全国で５番目に多い１３３箇所 
 管理橋梁（２，１４６橋）は、今後急速に高齢化を向かえ２０年後には、約６割が５
０年を経過する高齢化橋梁となります。安全性の低下に加え補修費の増加が懸念され

ることから「橋梁長寿命化修繕計画」に基づく計画的な補修や維持管理を推進する必

要があります。 

○人にやさしく美しいまちづくりの推進 

県民のだれもが安心して快適に暮らすことができる、美しく利便性の高いまちづくりが

必要です 

 【現状と課題】 

 道路については、バリアフリー化を図る必要があります。 
○交通安全立県ちばの確立 

 道路や標識などの交通安全環境の整備を通じて、交通事故がない千葉県づくりを進める

必要があります。 

 【現状と課題】 

 平成２１年、死者数は１９７人で全国ワースト７位、死傷事故件数は２６，３００件
で全国ワースト９位 

○成田空港の機能拡充とアクアラインによるポテンシャルの開花 

 成田空港と都心間の交通アクセスを更に強化するとともに、アクアラインを有効に活用

することにより、県内に埋もれている多くの宝・ポテンシャルに磨きをかけ、経済の活性

化や地域振興につなげていく必要があります。 

 【現状と課題】 

 都心と成田空港のアクセス強化に資する北千葉道路を整備しています。 
 アクアラインや高規格幹線道路などと主要な観光地を結ぶ幹線道路の整備を推進する
必要があります。 

○県政への要望 

 平成２１年８月に実施した県政に関する世論調査において、県政への要望として「道
路を整備する」が１３位でしたが、「災害から県民を守る（２位）」「便利な交通網を整

備する（８位）」「交通事故から県民を守る（１１位）」に関しても、道路の整備が寄与

すると考えられます。 

 平成２１年１２月に実施した同調査でも、県内の道路状況については、「満足していな
い」が５割を超えるとともに、道路整備について優先的に対策すべき課題については、

「生活道路の整備」や「渋滞対策」が上位となりました。
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今後の「千葉の道づくり」について 

千葉県の道路整備を進めていくにあたっては、道路整備の評価を“供給量”から“県民

の満足度”へ転換して進めていくことが重要であり、道路を一つの“商品”として捉え、

県民の立場からみた利用者、関係者の要望をモニタリングして道路づくりを進めることが

必要なことから、道路整備の方向性として 7 つの基本方針を定めています。 

また、様々な課題を乗り越え、光り輝く千葉を築いて次世代に確実に引き継いで行くた

めには、中長期的視点に立った県政運営を行うことが求められています。そこで、千葉県

は、県民の「くらし満足度日本一」を基本理念とする新たな総合計画「輝け！ちば元気プ

ラン」を策定しました。今後の「千葉の道づくり」については、７つの基本方針を踏まえ

た、この総合計画を基に進めることとしています。 

 

輝け！ちば元気プラン（千葉県総合計画）における 

道路整備の体系 ［平成２２年４月公表］ 

道路整備の基本方針 

（７つの基本方針）［平成１５年］ 

１ 安全で安心して暮らせ

る社会づくり 

 災害に強い県づくりの推進 
 交通安全県ちばの確立 

２ 千葉の輝く魅力づくり  千葉県の飛躍拠点である成田国
際空港の機能拡充 

 東京湾アクアラインによるポテンシ
ャルの開花 

３ 活力ある交流拠点都

市・基盤づくり 

 交流拠点都市の形成 
 交流基盤の強化 
 県土の基盤の充実 
 人にやさしく美しいまちづくりの推進

 

①みんなの移動にやさしい空間の創出 

②環境との共生と豊かな生活の実現 

③千葉の魅力の創造 

④国際拠点である成田空港のポテンシ

ャルの向上 

⑤産業の高度化・物流効率化の支援 

⑥地域連携・交通連携の推進 

⑦緊密なコミュニケーションの展開 

 

 

 

ちば

  

まち
みんなの満足感
≒サービス

これからの考え方これからの考え方
多様な観光ニーズへの対応

観光の促進と観光渋滞の緩和

市町村合併の支援 首都圏各地との広域連携の強化

都市圏交通の円滑化

空港・港湾や物流拠点の連携強化による物流効率化の支援

交通結節点における利便性向上

既存トンネル・橋梁のメンテナンス強化による信頼性の向上

地域産業クラスター形成の支援

十分な情報公開とみなさんの意見の反映

成田空港へのアクセス向上

空港近接の有利性を活かした産業の振興

ETCの普及促進

生態系への配慮

交通円滑化による環境改善

自然環境との共生

交通事故削減

バリアフリー化の促進

安心して生活できる街づくり

子供を産み育てやすい生活環境の創出

道路標識を含めた情報提供の充実

【方針1】
みんなの移動に
やさしい空間の創出

【方針2】
環境との共生と
豊かな生活の実現

【方針3】
千葉の魅力の創造

【方針4】
国際拠点である成田空港のポテンシャルの向上

【方針5】
産業の高度化・
物流効率化の支援

【方針6】
地域連携・

交通連携の推進

【方針7】
緊密なコミュニケーション

の展開

 

みなさん

・道路延長拡大

・車の利便性向上

供給量≒サービス

これまでの考え方

ＩＴ（情報技術）の活用による安心して運転できる道路の整備

中心市街地の活性化と魅力ある街づくり
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【方針１】みんなの移動にやさしい空間を創出する道づくり 

本格的な少子高齢化社会の到来にあたり、健常者のみならず高齢者・障害者・子供たち

など全ての人が、安心して生活できる地域の実現を支援する道路整備を進める必要があり

ます。 

 

(1) 主な取組み 

① バリアフリー化の促進 

今後、本格的な高齢化社会を迎えるにあたって、バリアフリー化を一層推進し、高

齢者・障害者が利用しやすい道路整備を進めます。 

② 子供を産み育てやすい生活環境の創出 

家族が手をつないで歩くことができ、歩行者と自転車がすれ違うことができるよう

な広い歩道や、利用者の視点から細かな点に配慮した道路整備を進めます。 

③ 交通事故の削減 

千葉県における平成２１年の交通事故死亡者数は１９７人であり、高齢者の事故や

歩行者対自動車・自転車対自動車の事故が顕著です。これらの交通事故を削減するた

めに、歩行者等の立場から、歩道の設置等の対策を進め、自動車・自転車・歩行者が

安全に共存できる道路の整備を進めます。 

④ 安心して生活できる街づくり 

高度医療施設までの迅速なアクセスを確保し、消防活動困難地域の減少、緊急時避

難路の確保等に資する道路整備を進めることにより、安心して生活できる街づくりを

進めます。 

⑤ 道路施設のメンテナンス強化による信頼性の向上 

県が管理する道路施設（橋梁・トンネル・法面・標識や照明などの道路付属物）は、

戦後の高度経済成長期に建設したものが多く、今後、急速に高齢化を迎えることから、

これからの維持管理を効率的かつ効果的に展開していく必要があります。 

   そのため、施設の状態を把握するための定期的な点検を実施し、適切な維持管理水

準を保つよう取り組んでいきます。 

橋梁については、今年度策定した「千葉県橋梁長寿命化修繕計画」に基づき、従来

の事後的な修繕から予防的な修繕へ転換し、長寿命化や修繕費の縮減を図っていきま

す。 

 

(2) その実現に向けて 

ア 無電柱化の推進 

交通安全、景観および防災上で問題と

なっている電線や電柱を除去するため、

道路の占用に関わる電気・通信事業者と

協力しながら無電柱化の推進を図ります。 

無電柱化の手法としては、電線共同溝

による地中化のほか、表通りからは見え

ないように裏通りから配線する裏配線や、

沿道家屋の軒下に直接電線を這わせる軒

下配線があります。  

 

国道１２６号では、東金市東金地

先について、電線共同溝による地中

化を行い、利用者が安心して移動で

きる空間を整備中です。 
国道１２６号（東金市） 
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  イ 安全な歩行空間の確保 

交通事故の削減のために、車両と歩行者が

分離された安心な歩行空間の整備を進めてい

ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 生活道路における交通事故削減施策の推進 

生活道路は幹線道路の２倍以上も事故の危険があり、特に歩行中の事故は生活道路

に集中しています。そこで地域の合意形成のもと、幹線道路から生活道路への交通流

入の制限、排除し、歩行者の安全を確保する施策を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 病院アクセスルートの確保 

千葉県では、「救急医療施設へのアクセス時間」が全国ワースト２位（平成２１年）

であり、その改善が急務となっています。「命の道路」確保を目指し、高次救急医療施

設へのアクセスルートの整備を積極的に行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

県道市川印西線の船橋市藤原地先は、

駅周辺であるため通勤通学等で大変混雑

していることから、地域の方々の協力の

もと、車両と歩行者が分離された安全な

歩行空間の整備を行いました。 

袖ヶ浦市では、「道路空間のバリアフリ

ー化」及び「あんしん歩行エリア」の整

備計画を策定するにあたり、広く地域住

民の参加を求め、危険箇所のアンケート

調査・まち歩き点検を実施しています。

また、学校関係者も交えた意見交換会等

を開催し、交通安全に対する住民意識の

向上や地域の合意形成も図っています。

整備計画の策定会議においてはヒヤリハ

ット地図を作成し、市のホームページで

公表するとともに、交通安全対策事業を

推進しています。 

県道富津館山線の館山市国分地先で

は、第２次救急医療施設である安房地

域医療センターに隣接するバイパスを

平成 21 年 3 月に供用開始したことに

より、南房総地域北部からのアクセス

時間が大幅に短縮されました。 

県道市川印西線（船橋市） 

県道富津館山線（館山市） 

袖ヶ浦市「あんしん歩行エリア」 

ヒヤリハット地図（袖ヶ浦地区） 

安房地域医療センター
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  オ 既存橋梁のメンテナンス強化 

県が管理する橋梁は、今後、高度経済成長期に建設した５０年を越える高齢化する

橋梁が急速に増加することから、従来の事後的な修繕から予防的な修繕へ転換し、橋

梁の長寿命化や修繕費の縮減・平準化を図るべく「千葉県橋梁長寿命化修繕計画」を

策定しました。 

   今後は、この計画に基づき修繕や定期点検を実施していきます。 

また、平成８・９年の道路防災総点検の結果等に基づき、跨線橋・跨道橋といった

二次災害の危険性のある橋梁、県境に架かる橋梁、震災時における緊急輸送を確保す

るために必要な道路にある橋梁といった重要度が高い橋梁の耐震補強や、車両の大型

化（25ｔ車）に対応するための補強を実施しています。 

 

 

カ 橋梁架換による信頼性向上 

河川・道路・鉄道等をまたぐ橋梁は、地域の連携を図る上で重要な道路構造物です。 

地震等の災害発生時には、被災者の救援・救護活動や緊急物資の輸送に対処するた

め、安全で信頼できる橋梁の整備を推進します。 

 

水堰橋取付高架橋（野田市瀬戸）

について、耐震補強に併せて橋梁塗

装を実施しました。 

主要地方道我孫子関宿線 水堰橋取付高架橋 

銚子大橋（千葉県銚子市～

茨城県神栖市）は、利根川の

河口に位置するため、塩害等

による橋の損傷が著しく、ま

た幅員狭小で歩道がないこ

とから、歩行者等への安全性

向上を図る歩道付きの橋梁

に架換工事を進めています。 

平成２１年３月の中央斜

張橋部分に続き、平成２２年

１２月に茨城県側区間を供

用します。 

国道１２４号銚子大橋（千葉県銚子市～茨城県神栖市）
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【方針２】環境との共生と豊かな生活を実現する道づくり 

千葉県では、都市部を中心とした交通混雑により、大気・騒音等の沿道環境が悪化して

います。環境を改善することにより、良好な生活環境を創出しうる道路整備を進める必要

があります。さらに、自然環境と共生した、歩きたくなるみち、豊かな生活を彩るみちを

整備する必要があります。 

 

(1) 主な取組み 

① 自然環境との共生 

千葉県に多く存在する水辺空間や里山を効果的に活かした道路整備を行うことによ

り、人々が歩きたくなるような道づくりを推進します。 

② 生態系への配慮 

豊かな自然環境を保全するため、生態系にきめ細かく配慮したエコロードの整備を

進めます。 

③ 交通円滑化による環境改善 

環状道路をはじめとする幹線道路の整備、交差点改良によるボトルネック解消等に

より、渋滞解消・交通円滑化を推進して、環境の改善を図ります。 

 

(2) その実現に向けて 

ア 自転車道の整備 

自転車利用の増大に対応し、自転車交通

の安全と円滑を確保するとともに、健康志

向が強まる中で、サイクリング愛好者のみ

ならず、多くの人々がスポーツ・レクリエ

ーションとしてのサイクリングやハイキ

ングによる健康の増進などに寄与するこ

とを目的として自転車道の整備を進めて

います。 

 

 

 

 

 

 

イ エコロードの整備 

道路周辺の豊かな自然環境の保全のため、

いきものの生活とその環境を大切にした

道づくりを進めています。 

 

県道我孫子流山自転車道線では、県立

印旛手賀自然公園周辺の自然環境や田

園風景に調和した約１６ｋｍの整備を

実施しています。 

県道我孫子流山自転車道線（柏市） 

銚子連絡道路の横芝光町芝崎地先で

は、ロードキル（道路上で発生する野

生動物の死亡事故）対策のため、道路

下を横断するボックスカルバート内に

エコロードの設置などを行なっていま

す。 

銚子連絡道路（横芝光町） 

ロ ー ド キ ル 対
策 と し て ボ ッ
ク ス カ ル バ ー
ト 内 に エ コ ロ
ー ド を 設 置 し
ています。 
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  ウ 高規格幹線道路等の整備による交通円滑化 

高規格幹線道路は、全国的な広がりをもつ高速交通ネットワークを構成する重要な

自動車専用道路であり、首都圏の交通円滑化の実現はもとより、全国との交流を強化

するとともに、千葉県内各地域間を結ぶ道路網の骨格を形成し、半島性の解消と、調

和と均衡のとれた県土づくりを進めて行くために不可欠な基盤施設です。現在、千葉

県では、首都圏中央連絡自動車道、東京外かく環状道路などの整備が進められていま

す。 

また、地域高規格道路は、地域の核となる都市を中心とした広域的な地域の連携を

強化するため、高規格幹線道路と一体となって地域構造を強化する道路で、現在、千

葉県では銚子連絡道路や茂原・一宮・大原道路などの整備を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京外かく環状道路（外環）は、都心

から半径約１５km の地域を連絡する延

長約８５km の幹線道路です。 

千葉県内区間約１２．１ｋｍは、高速

道路部と一般道路部が並行して整備され

ており、このうち、松戸市内の一般道路

部の約１km 区間が、平成２０年３月２２

日に暫定２車線で開通しました。 

また、市川市内の一般道路部の約３ｋ

ｍ区間が、平成２１年８月８日に暫定２

車線で開通しました。 

谷津船橋インターチェンジは、国道３

５７号や県道船橋我孫子線の交通渋滞

を緩和し、周辺地域の環境改善に寄与す

るとともに、臨海部や内陸部に整備され

ている物流関連施設などの利便性向上

を図るうえで極めて重要なインターチ

ェンジで、平成１８年度事業着手しまし

た。 

東京外かく環状道路（市川市） 

谷津船橋インターチェンジ鳥かん図 

若松交差点 

谷津船橋 IC 

H22 年度 

10 
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  エ 都市内公共交通の整備による交通円滑化 

都市内における交通渋滞や大気汚染・CO２・

騒音・振動などの環境問題に対応した安全で環

境にやさしい公共交通機関としてモノレール

等が利用されています。 

 

 

 

 

 

 

【方針３】千葉の魅力を創造する道づくり 

千葉県は、首都圏にありながら豊かな自然資源が数多く残っています。そこで、これら

を活用して観光産業を促進する道路整備を積極的に進めるべきです。 

一方、観光目的の交通は、季節的・曜日的・時間的に集中する傾向にあります。そこで、

通年型観光地への脱皮をはかり、ピーク時の混雑緩和に努める必要があります。また、既

存の中心市街地の活性化を図るとともに、地域の特色を活かした魅力ある街づくりを進め

る必要があります。 

(1) 主な取組み 

① 観光の促進と観光渋滞の緩和 

豊かな観光資源を保全しつつ、観光地へ至る道路整備を進めるとともに、観光渋滞

対策として需要の平準化、分散化を図るなどソフト的な対応をハードの整備と併せて

図ります。 

② 多様な観光ニーズへの対応 

観光地間の連絡を強化し、来訪者を他の観光地にも惹きつけるような、千葉の魅力

を高める道路整備を進めます。 

③ 中心市街地の活性化と魅力ある街づくり 

中心市街地の活性化を図るとともに、地域の特色を活かした魅力ある街づくりを進

めるため、既存商店街の活性化施策等と連携し歩行空間などの整備を進めます。 

(2) その実現に向けて 

ア 観光地へのアクセス時間の短縮 

南房総地域における観光は、早春及び夏期に観光の交通需要が集中する傾向にあり

ます。交通の分散化と観光地へのアクセス時間の短縮を図るため、高規格幹線道路等

の整備を進めています。  

 

千葉都市モノレールは 15.２ｋｍで
営業運転されています。 
平成 18 年度からモノレール建設事

業は千葉市に移管されました。 

千葉都市モノレール 栄町～葭川公園駅間 

館山自動車道は、富津館山道路と一体となって高

速ネットワークを形成し、県内有数の観光地を有す

る南房総地域へのアクセスの向上による観光産業

などの地場産業の活性化と南房総地域の発展に寄

与します。平成１９年７月４日に全線供用開始する

とともに、平成２０年４月には富津館山道路鋸南富

山ＩＣ～富浦ＩＣ間で新たな付加車線（追越車線）

が供用を開始しました。 

また、平成２１年４月には第４回国土開発幹線自

動車道建設会議で、木更津南ＪＣＴ～富津竹岡ＩＣ

間における暫定２車線区間の４車線化への整備計

画変更が決定され、今後の早期整備が期待されると

ころです。 

館山自動車道（君津市） 

12 
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「道の駅」水の郷さわら（香取市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イ 日本風景街道の推進 

道路やその周辺地域を舞台に、地元住民やＮＰＯなどの多様な主体による協働のも

と、景観、自然、歴史、文化等の地域資源や個性を活かし、観光の振興や地域の活性

化に寄与することを目的とする日本風景街道を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ウ 道の駅 

「道の駅」は、地域の創意工夫により、道路利用者に快適な休憩施設と多様で質の

高いサービスを提供する施設です。県内では、現在２１箇所が登録されており、年間

約１，０００万人の方々に利用されています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 連続立体交差事業の推進 

市街地における道路と鉄道の平面交差は、踏切事故や踏切遮断による交通渋滞を

引き起こしているばかりでなく、鉄道により市街地が分断され、地域の一体的発展

の妨げとなることが多く見られます。 

このような状況を解消するとともに、地域の一体化を図り、周辺市街地の整備を

促すためには、数多くの踏切を同時に除却して鉄道を連続的に立体化する連続立体

交差事業が効果的です。 

 

南房総地域の館山市、鴨川市、南房総市、

鋸南町の３市１町を活動範囲とした「南房

総・花海街道」が日本風景街道に登録され

ています。 

また、平成２２年１月には、山武市、横

芝光町を範囲とした「ロングビーチ癒しの

九十九里街道」が日本風景街道に新たに登

録されました。 

房総フラワーライン（館山市） 

道の駅｢水の郷さわら｣は千葉県の北東

部、水郷筑波国定公園に指定された雄大

な景観を楽しむことができる、香取市佐

原の利根川の川辺にあります。 

隣接して観光船乗り場やプレジャーボ

ート等の係留桟橋、大型車駐車場、レン

タサイクル、レンタルボートもあります

ので、利根川周辺の観光拠点としてご利

用いただけます。 

 主要地方道八日市場野栄線バイパス（匝

瑳市高～今泉間４．８km）は、国道２９

６号と一般県道飯岡一宮線とを結び、現在

整備中の銚子連絡道路の整備による交通

量増加が予想されることから、当該区間の

整備により、交通の円滑化及び歩行者の安

全確保を図るものであります。 

平成２２年３月に一部区間（匝瑳市高～

今泉区間 2.2km）で供用を開始しました。
主要地方道八日市場野栄ﾊﾞｲﾊﾟｽ（匝瑳市）
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【方針４】国際拠点である成田空港のポテンシャルを向上させる道づくり 

成田空港は、日本の空の玄関口であり、国際空港としての役割を果たしていくために、

交通アクセスのいっそうの拡充に努める必要があります。 

また、空港近接の有利性を活かしたまちづくりを推進するために、空港周辺の道路網を

整備することが必要です。 

(1) 主な取組み 

① 成田空港へのアクセス向上 

大都市圏の競争力を高めるため、首都圏と成田空港を結ぶ幹線道路の整備を進め、

利便性の向上や代替性の確保等を図ります。 

② 空港近接の有利性を活かした産業の振興 

空港の機能や近接性等の有利性をいっそう増加させ産業振興を図るため、空港周

辺の幹線道路網の整備を推進します。 

(2) その実現に向けて 

ア 空港アクセス道路の整備 

成田空港のポテンシャルを高めるとともに、地域産業の活性化や渋滞対策として、

北千葉道路や圏央道などの空港へのアクセス道路の整備を積極的に進めています。  

 

国道 464 号北千葉道路（印西市～成田市） 

北千葉道路（印西市～成田市間

約 13.5km）のうち、成田新高速

鉄道と併設する 9.8km について

は、県と国で整備を進めていま

す。残る空港側の 3.7km につい

ては、県が整備を進めることと

し、平成１９年度に新規事業化が

図られました。 

また、既に供用中の鎌ヶ谷市～

印西市間約 20ｋｍのうち、約 10

ｋｍについて、都市再生機構が６

車線化に向け、堀割部のバイパス

整備を行っています。 

船橋市では、市街地を分断してい

た京成本線が平成１８年１１月に

全線高架化され、既存の踏切１６箇

所を除却し、交通渋滞を解消すると

ともに都市機能の充実を図りまし

た。 

この他、鎌ヶ谷市では、新京成線

の高架化工事の進捗を図りました。

また野田市では、東武野田線が平

成２０年３月に事業認可を取得し、

事業に着手しました。 東武野田線 愛宕駅イメージ（野田市）
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  イ 空港近隣道路の整備 

成田空港周辺は、各種工業団地が立地

し、空港から各地への物流拠点として重

要な地域であり、周辺地域及び物流の活

性化のために、計画的に空港周辺の幹線

道路を整備しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【方針５】産業の高度化・物流効率化を支援する道づくり 

空港・港湾・工業団地・物流センター等、各拠点間の連携を強化するとともに、都市圏

交通の円滑化を図り、物流の効率化・低コスト化を図る必要があります。 

また、幕張地域・東葛飾地域・かずさ地域・臨海地域等において、地域産業クラスター

の形成・促進を支援し、産業の高度化に貢献する道路整備を行う必要があります。 

(1) 主な取組み 

① 都市圏交通の円滑化 

幹線道路ネットワークの整備や道路拡幅、交差点改良等のボトルネック対策によ

り、都市圏交通の円滑化を図り、これによって物流にかかるコストの低減を図るこ

とを推進します。 

② ＥＴＣの普及促進 

物流効率化を支援するために、ＥＴＣのさらなる普及を促進するとともに、道路

情報提供をさらに充実させます。 

③ 地域産業クラスター形成の支援 

産業の高度化とともに、雇用機会の創出、経済活力向上に貢献するため、地域産

業クラスターの形成・促進を支援する道路整備を推進します。 

④ 空港・港湾や物流拠点の連携強化による物流効率化の支援 

物流の効率化をはかるために、空港・港湾へのアクセス強化、工業団地等物流拠

点から幹線道路へのアクセス強化を進め、これらの各拠点間の相互連携を高める道

路ネットワークの構築を進めます。 

(2) その実現に向けて 

ア  都市間ネットワーク網の整備 

首都圏３環状道路は放射方向道路とリンクして、道路間を自在に連絡し、多方面

へのアクセスを飛躍的に高めます。また一極に集中している東京の首都機能を周辺

の拠点都市へ適正に配置する重要な基盤になります。  

 

 東京外かく環状道路（通称「外環」）は、都心から半径約 15 ㎞の地域を連絡する

全長約 85 ㎞、県内区間延長 12.1 ㎞の環状道路です。県内区間の整備により、東葛

飾、葛南地域の慢性的な交通混雑の緩和に資するとともに、市川、松戸両市の安全で

快適なまちづくりなどを進めるうえで大きな役割を果たす道路です。 

県道成田松尾線（芝山町） 

空港周辺地域整備計画に位置付け

されている県道成田松尾線の整備

は，空港東側地域の振興拠点となる

千代田地区のアクセス道路として周

辺地域の活性化に寄与します。平成

２１年 3 月に芝山町千代田地先を供

用開始しました。 
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  イ 渋滞緩和による交通の円滑化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船橋都市計画道路 3･4･30 号習志野公団線

↑千葉外環イメージ図（松戸市～市川市） 

←首都圏道路ネットワーク（３環状９放射）

千葉市幕張中心部から県北部に至る

幹線道路である主要地方道千葉鎌ヶ谷

松戸線が国道２９６号と交差する部分

は、変則交差点となっており、慢性的

に交通渋滞が発生しています。 

 そこで、交通渋滞の解消と交通安全

の向上を図るため、船橋都市計画道路

３・４・３０号習志野公団線の整備を

進め、平成２２年８月に暫定供用を開

始しました。 

県道船橋我孫子線（習志野市） 

 

県道船橋我孫子線は、東関東自動車

道、京葉道路、国道１４号・３５７号

等の高規格道路と一体となって東京湾

岸域の多大な交通を担う幹線道路であ

り、周辺地区の開発等と相まって慢性

的な渋滞が発生し、今後さらなる交通

量の増加が予想されます。 

 そのため、平成２３年度完成予定の

谷津船橋インターチェンジや国施工区

間の若松交差点部と当該路線を一体的

に整備することで、渋滞緩和や他幹線

道路へのアクセスの向上が図れること

から、現在整備を進めています。 
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  ウ 物流を強化する道路整備 

 首都圏中央連絡自動車道（圏央道）は、

都心から半径およそ４０～６０km の位

置に計画されている延長約３００km の

高規格幹線道路です。圏央道は東京湾ア

クアライン等と一体となって首都圏の広

域ネットワークを形成することにより、

首都圏における慢性的な交通渋滞の解消

や首都圏の中核都市相互の連絡による業

務機能の適切な分散及び物流の活性化に

資する重要な道路です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ ＥＴＣの普及促進 

ＥＴＣ（ノンストップ自動料金支払いシステム）とは、車両に設置されたＥＴＣ

車載器にＥＴＣカード（ＩＣカード）を挿入し、有料道路の料金所に設置された路

側アンテナとの間の無線通信により、車両を停止することなく通行料金を支払うシ

ステムです。 

圏央道「開通目標年次」 
木更津東ＩＣ～木更津ＪＣＴ間（袖ケ浦市） 

県土のほぼ中央を通る圏央道は、成田市、

東金市、茂原市、市原市、木更津市など県

内の中核都市を相互に連絡し、成田国際空

港や千葉港などの国際的物流・交流拠点の

連携を一層強化して、県内全域にその波及

効果をもたらすとともに、主要幹線道路と

接続する新たな交通ネットワークを形成す

ることから、大幅な時間短縮や交流の拡大、

県民生活の利便性の向上が期待されます。

県内では初めて、木更津東ＩＣ～木更津

ＪＣＴ間（約 7.1km）が平成１９年３月に

供用開始しました。 

ＥＴＣの導入により、 

ⅰ）料金所通過時間の短縮やキャッシュ

レス化による利用者の利便性・快適性

の向上 

ⅱ）料金所の大幅な処理能力向上による

料金所渋滞の解消 

ⅲ）発進、加速に伴う騒音や窒素酸化物

等の軽減による料金所周辺の環境改

善 

ⅳ）コンピュータ・システムで課金が行

われるので、利用者のニーズや環境対

策などに対応した多様な料金制度の

導入が可能になります。 

平成２２年９月末現在

東京都

埼玉県
茨城県

千葉県

鶴ヶ島JCT
川島ＩＣ

五霞ＩＣ

つくばJCT

東金ＩＣ・JCT

木更津JCT

茂原長南ＩＣ

青梅ＩＣ

八王子南ＩＣ

相模原ＩＣ

海老名JCT

西久保JCT
藤沢ＩＣ

戸塚ＩＣ

釜利谷ＪＣＴ栄ＩＣ・JCT

相模湾

東京湾

太平洋

松尾横芝ＩＣ

大栄JCT

一般国道４６８号　首都圏中央連絡自動車道　　Ｌ≒３００㎞

館
山
道

道
東
関

常
磐

道

北
東

道

関
越
道

道央
中

東
名

高

東京
湾
岸

道

路

第
三
京

浜

横
横
道小

田
原

木
路 道

東
京
外
かく 環状道路

東京
湾
ｱｸ
ｱ
ﾗｲ ﾝ

成田空港

羽田空港

厚

久喜白岡JCT

神崎ＩＣ

開通目標
平成2７年度

開通目標
平成２４年
度

日の出ＩＣ

あきる野ＩＣ

つくば牛久ＩＣ

稲敷ＩＣ

開通目標
平成２２年度

つくば中央IC

Ｎ

事　業　中

計　画　中

凡　　　　例

着工準備

茂原北ＩＣ

市原南ＩＣ木更津東ＩＣ

千葉東金道路二期
H10.3.30 供用

開通目標
平成23年度

海老名ＩＣ

開通目標
平成2４年度

開通目標
平成2４年度

開通済

開通目標
平成２４年
度

阿見東ＩＣ

開通目標
平成２４年
度

開通目標
平成２４年
度

開通目標
平成２４年
度

新湘南バイパス
Ｓ63.3.30 供用

桶川北本IC

開通済

開通済

菖蒲白岡IC

神奈川県

八王子JCT

開通済

(主)成田小見川
鹿島港線ＩＣ

国道296号ＩＣ

下総ＩＣ

かずさＩＣ

事業中

開通目標
平成２４年
度

東

速
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【方針６】地域連携・交通連携を推進する道づくり 

東京圏や業務核都市間の広域的な連携を強化するとともに、行政サービスの効率化を促

す市町村合併も視野に入れ、生活圏内の交通連携を強化する必要があります。 

また、道路のみでなく、鉄道等他の交通手段との連携を十分に図り、利用者にとって利

便性の高い交通サービスを提供する必要があります。 

(1) 主な取組み 

① 交通結節点の円滑化 

道路交通と他の交通手段との乗換えを円滑にするため、鉄道等の交通結節点にお

いて利便性・快適性の向上を図る道路整備を進めます。 

② 市町村合併の支援 

合併市町村の一体化を促進するため、新たな生活圏内の連携を強化する道路整備

を進めます。 

③ 首都圏各地との広域連携強化 

首都圏の都市再生を支援する環状道路である首都圏中央連絡自動車道・東京外か

く環状道路等や広域幹線道路の整備を図るとともに、東京湾アクアライン等の既存

高速道路の利用を促進します。 

(2) その実現に向けて 

ア 鉄道駅アクセス道路、駅前広場等の整備 

移動の連続性を強化する視点から交通結節点、特に鉄道駅～幹線道路間の交通環

境を改善することが重要です。そこで幹線道路から鉄道駅へのアクセス道路及び駅

前広場等を整備しています。 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

市道１０２８号線 JR 八日市場駅前（匝瑳市） 

旭都市計画道路３・５・３号旭駅前線 

旭都市計画道路３・５・３号旭駅前線

は、現状は歩道と車道の区別がなく幅員

も狭いことから、歩行者と自動車が錯綜

し、駅前広場も交通ターミナルとしての

景観・安全性・利便性・快適性に立ち遅

れています。 

そこで、公共交通機関や沿道商店街を

安全で安心して利用できる駅前広場や

歩道及び電線類の地中化などの事業を

行い、地域住民の暮らしの向上を図ると

ともに、旭駅前地域の都市環境の整備を

図ります。 

八日市場駅周辺は、ＪＲ総武本線によ

り南北に分断され、北側に集中する都市

機能や公共機関へのアクセスが踏切に

より阻害され南側市域の発展を阻害し

ています。 

そこで駅前広場、駅南北を結ぶ自由通

路、そして公共・公益施設へのアクセス

道路を一体的に整備し、平成２０年７月

３０日供用開始されました。 
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  イ 市町村合併支援道路の整備 

合併市町村の一体化を促進するための「新市役所」や「公共施設」などの拠点を連

絡する道路について、新市建設計画に県事業として位置付けられた路線を合併支援道

路として整備を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 東京湾アクアラインの料金引下げ社会実験の実施 

平成２１年８月１日から平成２３年３月３１日まで、ＥＴＣ車に限り、東京湾アク

アラインの通行料金を全日、普通車は 800 円に、大型車は 1,320 円に引下げる社会

実験を実施しています。 

この社会実験では、東京湾アクアラインの通行料金をＥＴＣ普通車 800 円などと

することで、通行料金の割高感を解消し、日常的に交通混雑が発生している湾岸部か

らの交通の転換を図ることによって、湾岸部の渋滞緩和による環境負荷の軽減や、物

流の効率化、観光振興への大きな効果が期待できます。 

平成２２年５月に、社会実験の効果や影響の検証などを行う「東京湾アクアライン

料金引下げ社会実験協議会」が行った中間とりまとめでは、料金引下げにより、さま

ざまな効果が生じていることがわかり

ました。 

（１）交通量が１．５倍に増加 

（２）観光客が増加 

（３）千葉県への企業立地が促進 

（４）物流が効率化 

（５）８割の利用者が料金引下げに                     

満足と回答 

県では、これらの料金引下げによる

効果を一過性のものとしないために、

社会実験後の平成２３年度以降の国策

による東京湾アクアラインの恒久的な

通行料金の引下げが実現されるよう、

国に働きかけています。  

 

 

 

 

 

 

 

平成１５年６月 6 日に野田市、関宿

町が合併し、誕生した新しい野田市

は、東西を江戸川、利根川に挟まれ、

南北に長い地形となりました。 

県は、合併後の地域を支援するた

め、南北を縦断する県道我孫子関宿線

等の整備を促進し、野田市域全体のよ

り一層の交流・連携を強化します。 

県道我孫子関宿線（野田市） 

○社会実験の概要 

(1)実験料金 

 軽自動車等 普通車 中型車 大型車 特大車 

実験料金(ETC 車) 640 円 800 円 960 円 1,320 円 2,200 円 

ETC 特別割引 1,860 円 2,320 円 2,780 円 3,830 円 6,380 円 

通常料金 2,400 円 3,000 円 3,600 円 4,950 円 8,250 円 

(2)実験期間 

平成２１年８月１日～平成２３年３月３１日（全日０時～２４時） 

国道４０９号東京湾アクアライン（木更津市）

19 
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   『東京湾アクアライン料金引下げ社会実験協議会』のホームページはこちら 

http://www.aqua-etc800.com/ 

 

エ スマートインターチェンジ（スマートＩＣ）の実施 

スマートＩＣとは、ＥＴＣ車専用のＩＣで、簡易な料金所の設置で済み、料金収

受員が不要なため、通常のＩＣに比べて、低コストで導入が可能となります。 

ＩＣ間隔の長いところに新たにＩＣが設置されることで、「時間短縮」「災害時の

代替ルート確保」「地域活性化」の効果が期待されます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 広域幹線道路の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【方針７】緊密なコミュニケーションの展開する道づくり 

インターネット等の情報伝達ツールを利用してみなさんの声を十分にきき、ニーズに最

大限こたえる道路整備を進める必要があります。 

また，道路標識等を充実させ、沿道施設へのアクセスをより容易なものにし、道路サー

ビスの向上を目指す必要があります。 

(1) 主な取組み 

① 十分な情報公開とみなさんの意見の反映 

行政側から道路を利用する方々への情報公開・伝達を促進するとともに、道路を

利用する方々の意見や発想を広く汲み取り、今後の整備に反映させていきます。 

② 道路標識を含めた情報提供の充実 

様々な利用者にとって使いやすい道路を目指すため、道路標識・道路情報板等に

より、道路交通情報をわかりやすく適切に提供します。 

 

木更津都市計画道路３・３・７号中野畑

沢線は、木更津市を南北に縦貫し、東京湾

アクアラインの千葉県側接岸地である金田

地区と、木更津中心市街地を結ぶ幹線道路

です。現道拡幅等による整備を行うことに

より、増加する交通量に対応するとともに、

東京湾アクアラインへのアクセスを向上さ

せ、利用促進に寄与します。 

木更津都市計画道路 3･3･7 号中野畑沢線 

 新空港自動車道において成田スマート

IC が平成２１年４月から供用開始され、君

津パーキングエリア（ＰＡ）において君津

PA スマートＩＣが平成２１年３月から供

用が開始されました。 

 成田スマート IC は成田空港周辺道路の

渋滞対策と空港への利便性の向上、君津

PA スマートＩＣは観光交通の利便性向上

を目的としています。 

成田スマートＩＣ（成田市）
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(2) その実現に向けて 

ア 千葉県道路アダプトプログラム（平成２０年度より） 

地域にふさわしい快適な道路環境づく

りを目標に、地域のみなさんとの「協働・

連携」による維持管理を進めていきたいと

考えています。そこで、地域のみなさんに

ボランティアで行っていただく道路の清

掃・除草及び美化活動等について、『千葉

県道路アダプトプログラム』により支援を

行っています。 

※河川においても同様の制度がありま

す。（「千葉県河川海岸アダプトプログラ

ム」） 

 

イ 道の相談室 

道路利用者等から、道に関するあらゆる相談や意見等に対して、一度の問い合わせ

で、その対応や処理を関係機関で迅速に実施することを目的として、平成１０年１０

月より国土交通省を中心に全国で順次開設されています。 

本県においても平成１２年４月２０日より，開設しています。 

平成２１年度は２０３件の相談を受け付けました。 

 

【道の相談室】  

ＴＥＬ ０１２０－１０６－４９７ （平日９：３０～１７：００） 

     ＦＡＸ ０１２０－１０６－１７９ （毎日２４時間） 

      

【千葉県の道の相談室】 

ＴＥＬ ０４３－２２３－４９７０ （平日９：００～１７：００） 

 

 

道路の清掃・美化活動状況 
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